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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法だけで満足するものは見あたらない。従つて測定に

　　　　緒　論　　　　　　　　　　際しては2・3の方法を併用しそ身τそれの結果より

近来線維素溶解現象（以下線溶現象と略す）が臨床　　線溶活性度を比較し，さらに全体として把擬すること

上各方面において注目される様になつてきた。一一度凝　　が望ましい。著者は線溶現象をEuglobulin溶解時間

圃した血液がある種の条件のもとで再び流動性とな　　　法で測定し，また，血漿・血清およびEuglObulin中

り，もはやThrombinを加へても再び凝塊を作るこ　　のStreptoldnase（以下S．　Kと略す）被活性物質

との出来ない現象であつて，可成古く18世紀の終り　　による溶解時間を測定し，それら相互の関係にっいて

に始めて観察され，その後Denis，　Ziln皿erman，　　　検討し，また，各種疾患における活性度の変化を比較

Green①等により，次第に報告されてきた。そして　　　し，2・3の薬剤の影響，各種疾患での経時的消長を

Dastre②等が始めてこの現象に対してFibrinolysis　　追求し，さらに線溶促進物質，特にS．1（お中心とし

と名付けた。線溶現象は種々の原因により発現する　　て凝固囚子におよぼす影響についても実験的に検討し

が，Tillet＆Garner③④は溶連菌のブイヨソ培養濾　　　たので報告する。

液がヒbの血漿凝塊を急速に溶解することに気付ぎ，

この活性物質によつておこる機序をStreptobocal　　　　　測定材料および方法

Fibrinolysisと名付けた。さらにMilston⑤は一連　　　線溶現象の測定法として，薯者はEuglobulin溶解

の研究を行なつた。その後多数の研究により，現在線　　　時間を測定し，また、血漿・血L満およびEuglobulin

溶現象の発現機構はProactivat6rがActivatorに　　　中のS，　K被活性物質によるFibrinの溶解時間を測

活性化され，このActivatorによりPlasmingenが　　　定した。　S．　Kは作用機序としてProactivatorを

活性化されて，Plasminとなり，　PlasminがFib－　　Activatodこすると云われているが・Acti▽atorと

rinに働いて溶解を起すことがわかつてきた⑥。また　　　Plasmin。genとを区別して測寧する方法がないので・

線溶促進因子に対しては，それぞれ工nhibiter②が存　　　先ずS・Kにより活性化される物質の変化を測定し

在して作用を抑制することも明らかとなつた。正常状　　た。

態ではそれらの促進因子と抑制因子とは一定の平衡関　　　　　一1・測定材料

係を保つているため，著しい線溶現象の発現を示さな　　　　1）Thrombin溶液（日本ブラツドバソク製）：50

いが，ある種の条件下，即ち精神的動揺⑦運動，ある　　　％グリセリンにて200単位／ccに溶解し，氷室保存，梗

種の疾患および薬剤⑧，手術的侵襲⑨⑩，シヨツク②　　　用に際して蒸溜水を加えて10　F．＝　t／こ稀釈する。

等により平衡関係が破れ，線溶現象がおこる。線溶現　　　　2）S・工（溶液（Lederle社製，武田薬品工業の

象の測定法には現在多数の方法⑪⑫⑲⑭⑯が知られて　　Varidase）：1Vial中に線1容促進系因子であるS．　K

いるが，生理的に近い状態で測定することが困難であ　　100，000単位含有を蒸溜水にて溶解，その際あまり強

りt抑制物質を完全に除外出来ないことから1つの方　　　く振盈混和することを避けた。
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　3）Fibrinogen（日本ヅラツドパソク製）：使用直　・　が増加するに従つて，溶解時間が短縮し，ある量に達

前に溶解し，溶解後は出来るだけ速に使用することx　　すると最も短い時間で溶解し，それよりS・K濃度が

した。室温に放置すると数分以内に力価の激減が起　　　更に高くなると溶解時間がかえつて延長してきた。そ

る。　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の最も短い溶解時間を示すS．K量は100単位から500

　4）　血漿：M／10修酸ソーダ1容に対し血液9容の　　　単位の間にあり，それ以上の含有は活性化したPlas一

割合で肘静脈より無菌的に採血するが，この際あまり　　min作用を反つて抑制することがわかつたので，著

時間を要したり⑩，泡秣を立てないようにした。その　　者はPlasma　O．5ccに対してS．　Kの至適濃度を250

後2，500　r．p．m．10分間遠心分離。　　　　　　　　　　　単紘と定めた。そしてS，　K被活性物質はPlasmin

　5）血清；血漿と同様無菌的，且短時間内に，泡を　　　濃度に換算することなく，溶解時間そのもので示し

立てないように採血し，37°Cの恒温槽に入れ，遠心　　　た。

血球成分を分離した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　S．1〈被活性物質の正常値について

　6）炭酸ガス：医療用炭酸ガスを用いた。　　　　　　　a）血漿中のS、K被活｛生物質を正常入35例につい

　　　2・測定方法　　　　　　　　　　　　　　　　　て測定した所，図2に示すごとく46秒より94秒であつ

　　1）　S，K量の決定について　　　　　　　　　　　て，その平均値は65・0秒であつた。

　血漿中のS．K．による被活牲物質は履終的にPlas一　　　　また血清およびEu910bulin中のS・K被活性物質

rninとして作用した結果により判定するわけである　　　の測定においても，それぞれo曾5ccに対してS・K景

が，S．1〈の至適濃度について検討を行なつた。一定　　　250単位を加えて，　S・K被活性物質を測定したo

量の薩酸ソーダ加血漿に種々に濃度を変えたS，Kを　　　　b）並L清においては・その0・5ccにS・K250単位

加えた後，Thrombinを加えて凝塊を作り，その　　　と更にFibrinogenの濃度を変え血消に加えたが・そ

Fibrin凝塊に対する溶解時間を検べ最も短縮した時　　　のFibrinogen鐙は2GO㎎146・・－50吻／d6の問の濃

間つまり，最高活性を求めた。血漿とLてO。5ccを用　　　度について検討したが，これらの∫血清，　S・K溶液お

い，さらにS．K溶液O．1ee中に，　IOO，200，………　　　よびFibrinogen溶液の混液より0・2ccを小試験管に

700，800単位と種々な濃度のものを，それぞれ加え，　　　採り，37’Cの恒温槽に入れ，Thrombin　O・2cc（20

この混液0．2ccを11×95mnlの小試験管に採り，37°C　　単位／cc）を加えて，　Fibrin凝塊を作つてから溶解す

1分間恒温槽中に入れ，更にThrombin　O．2cc（20　　る迄の時間を測定した。5例についての結果を図1

単位／cc）を加え，直ちにストツプウオツチを発動す　　　に，その平均値を表2に示したが，全例においてFi一

る。この際凝塊が均一である様に注意深く混和する　　　brinogenの盤が増加するにつれて溶解時間の軽度の

が，不均一一ts場合は測定が不正確となり，また溶解す　　　延長がみとめられた。　Fibrinogen　200㎎／認の濃度で

る迄の時間を計測する際，余り強振すると溶解時間が　　は溶解時聞の平均値は55．2秒であり50吻／deでは平均

短縮するため，出来るだけゆるやかに動かし，一定度　　値は65．2秒を示した。その差は10秒の延長となつた。

以上に動かしてはならない。溶解の最終点はFibrin　　そこで並1清に加えるFibrinogen量を250㎎／deと定

凝塊の断裂した時をもつて線溶の完了とした。表1は　　　めた。そこで著者が用いた以上に述べた方法での正常

正常人および病的に延長したと思われる患者を含め　　　人24例にっいての溶解時間の測定では図2に示したこ

て，7例について測定した成績であるが，S．　Kの景　　　とく，40秒より80秒の間にあり，平均値ISIS4・　O秒であ

表1　　　　　Streptokinase燈と線溶時間

1

2

3

4

5

6

7

Streptokinase　　（単位／0，1cc）

…　2・・1…【…1…1…1・。・1…
102，0

95．7

141．9

78．8

48．7

85，6

116，1

83。2

81，4

140．5

61。5

45．0

86．2

72．8

85．7

69．2

115．0

58，7

48．0

86．6

72．8

・L・1872
62、0

117，5

60．4

51．．5

87．2

72．9

52、5

］30．2

62．3

56，7

108．0

84，3

89．2

60．6

133，3

65，5

80．8

126，8

93．1

98。6

67．4

167．4

74．3

120．1

94．8

168、0
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った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著者が採用した日本ブラッドバンク製Fibrinogen

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は精製Fibrinogen約60％を含有する試製Fibrino一

　図1　　ブイブリノーゲン量と溶解時間　　　　　　　genでその組成はAlbuminとFibrinogenで図3
　　　　　（＋血清＋S・K250／0・1cc　HE）　　　　　　　に示すごとく濾紙電気泳動にての分画ではAlbum三n

　　iOO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14’44％，　Fibrinogen　85．56％である。またこのFi－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　brinogen溶液にS．　K．を加え，さらにThrombin

溶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を加えて凝塊を作らせ，37°C中で溶解時間を見たが，

解　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3時間以上経っても，凝塊の溶解が起らなかつたこと

M　　　　　　　　　　　より・Fib「in°gen液にはP・・activat・rを舗して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いないことを確かめた。
間
　　50
A
紗　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　図3　試製ブイブリノーゲソの濾紙電気泳動法

0

試　　　　　　製　rA1　一
ブイ　ブリ　ノーゲン
　　　　　　　　　　1ユ4・44　一

200100400，50〟@ 正常人　　7｛7・リノーゲン量　（鴨4し）

Al

62．04

α

7．06

Fibrinogen

85、56

β

9．74

γ

21．09

表2　　ブイブリノーゲソ量と溶解時間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一・正常血清

　　　　　　　　（平均値）秒　　　　　　　　　 襲　　　　 試av

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’　、e　　　　　　　　　　　　　　フィプリノーケ「ン
ブイブP冠／諺哩1…i…［…1…　　　ハ　，、、。n。
溶鵬i騨均f直1　SS　・・　1　・　…　659・665・2　　　1、、　Cl．！
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図2　正常人の線溶時間　　　　　　lAt・　　　＼
　　Euglobulin　　　　Pe．＋S．K　Ser．十S．K　Euglobulin　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　＼’
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　c）Euglobulin中のS．　K被活性物質によるFi－

brin凝塊の溶解時間の測定には上述の血漿の場合と

同様にEuglobulin　O，5ccに250単位のS．　Kを混和

し，その0・2ccを小試験管に採り，37°Cの恒温槽中

にてThrombin　O・2cc（20単位／cc）を加え，　Fibrin

凝塊を作らせた後その溶解時間を見た。正常人24例に

っいて測定した結果によると，図2に示すごとく，40

秒より80秒にあり，その平均値は58．3秒であった。
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　　3）Euglobttlin溶解時間？±　Kaulla＆Shulzの　　　　図4

方灘よ磁室の変法を用いた．すなわち，灘・－　　E・gl・b“lin溶解噸とEug1°bulin中の
蜘藤、．。，cを勲後dixるだけ速，。三角。ルベン　　S・K被1甜瀕溶解【燗

．に入れ，15ccの冷水を加え医療用の炭酸ガスをその稀　　　le°

釈液の表面より1～20加はなして通じ，泡抹を立てな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？OO
い様にして，4分間ゆつくり三解コルベンを動かし，

炭酸ガスを浸滲させる。混液は直ちに白濁し，pH　58　　100

に迄達する。その後遠心管に移し，2500r・P・孤・10分　　　へ

間遠心すると，白色の澱沈物が出来る。上清をすてた　　　愈

後，濾紙上に倒立させ，管壁の水分を十分に除去した

■　卿　9　　　　　　■　　　　　　　　■

　　　　●．　　　　　●

　●　　　　●・．　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　●　　　　　　　　　　　　　●
　　■●　　●　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　9
　●●　　●髄悪●　　．　o　　　°

　　
●　　　　　　　　　　　　　でn・・015

■

50　　　　　　　tOO　〈sy）　UgLobutin

後pH　7．2の生理的食塩水1，0ecを加え，木棒により　　　　　Euglobulin溶解時間と血畢費中のS・K破

充分混和し，再溶解させる。その0．3cc宛を二本の小　　　　　活性物質溶解時間

試験管｝ご移し，Thrornbin　O．1ec（20単位！cc）を加　　　ヨ゜°

え，手早く混和し，37ecの恒温槽に静置し，溶解す

る迄時・軽く小試騰を動かレFib，i。凝塊の断裂　？°°

像の出現した時間をもつて最終点とした。この際小試
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　loo
験管を必要以上に強振すると，線溶時間の短縮が起る　　　＾

ので注意を要する．採臆りE。gl。b。li。を分け，さ　S

らにThrOmbin加える迄は出来るだけ短時間で行う

●●●　．　　　　●・　　　　o

　　　　　　　　　　　　

　　　　　・、　．　亀。　　　　「　一＝　”’【1・：33

　　　　　■の

・．獄．・，．。

　　・　O
　o　　　　　　　　　●　　●

　　　　　■
　　　　σ　　　●　　　　o

　　　　　　●
fio　　　　　　　　　toa　｛紗，　　tasnta

事を要する。このEuglobulin溶解時間法によつて行　　　　　Euglobulin溶解時間と血清中のS・K被

なつた．正常人24例嚇瀦間姻，。示すように，そ　　瀦物質溶縮間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JOOの溶解時間e：　140分より310分の間にあり，大部分の

症例ではユ80分より300分の間にあつた。その平均値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？oa
は237．5分を示した。

　　4）　Euglobttlin溶解時間，血漿・血清およ　　　　　1。o

　　　びEuglobulinにS．　Kを附加した際の　　　　　　A．

　　　Fibrin溶解時間との相互関係について　　　　　　）

　a）Euglobulin溶解時闇とEuglobulinにS。　K

を加えた際の溶解時間について，Euglobulinが300分

　．騎亀゜
　◎　　　　　o
　ロ　　　　　　　　　　　　　　Td　o，51
●　．。°8．　．

　・．亀属、．・．’

　　　b　　　．
　　　　　　　■　　●　　　　　　　■■

　　　　　●

●

50　　　　fO。ゆ）　S〔vl」m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d）　通旺漿と血清とにS．Kを附加した際の溶解時間
以内のものと岬係は図4師したが・瀦の間には　を比較すると図，，。示すように，病的，。著しく振し

一定の相関は認め得なかつた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　　たものを除くと，いずれも線溶時間が100秒以内の症

、1）溶繍麗灘解騰欝ll蕩例ではほ・正の相縣・・認め・れた・

すが・E”g1°bulin瀦時聞カミ繍している棚にお　図5、丘撫、よび鵬中の、．　K被瀧物質、。よ

いてはS・K被活性物質による溶解時間は逆に延長の　　　　　　る溶解時間

傾向がみられた。これはEuglobulin溶解時間の短縮　　　　　　　　　　　　　。　・　　　　，
　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

した症例はEuglobulin中の線溶促進物質，即ちPl一　　　佃
asminの増加したことを示しており，それにつれて　　　　犠

S，K被活性物質の溶解時間の延長，即ち血漿中のS・　　　i・。

K被活性物質であるPlasminogen又はProactiva－

torの減少したことを推定される。

　c）血清にS．Kを附加した際の溶解時間とEuglo－

bulin湾解時間との関係をみると血漿の場合より一麟　　　　50

著明な負の相関々係を示し，Euglobulin中の線溶活
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A性が冗進した症例において，∬且清中のS．K被活性物　　　　挫

：

　●　　　　　璽　　．　　●
o　　　　　　　　●
　o　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　サ
礁、’．　・
　～も病　　・

・識悩　　　一゜
・”。　　　・°

　　　　9

質の減少がみられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲　　　5°　　　　　1°°　s‘t“m＋F“b’unagtri
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　e）血漿とEuglobulinとの比較でS・Kを附加し　　385例について・線溶現象をEuglobulin溶解蒔間で

た際の溶解時間は図6に示したように明らかに正の相　　　測定したが・その際薬品の影響を受けない・未処置の

関・係が認められ，血漿t・・s・Kを附カロした際に溶解　儲を鰭別に選択し・その肘静脈より漁菌的に乾

時聞の賑している例，即ち血漿中のs・・K被離物　燥した注辮により採1血し出来るだけ速かに測定し

質が減少していると思われる症例でoik　Euglobulin中　　　た・又さらに血漿中のS・Kによる被活性物質をFレ

のS．K被活性物質の滅少も認められ，反対に1血漿中　　　brin凝塊の溶解時間で表わした。　Euglobulin溶解時

で増加している症例ではEuglobulin中でも増加して　　　間について100分以内のものを著明な短縮　ユ50分以

いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内のものを軽度短縮，300分迄のものを正常，500分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　迄のものを軽度延長とし，500分以上のものを著明な

　図6血漿およびEuglobulin中のS・1（被活性　　　延長とした。血漿中でのS．　K被活性物質によるEi一

　　　　物質溶解時間の相互関係　　　　　　　　　　　brin凝塊の溶解時間が40秒以内のものを著明な短縮

　　　　　　　　　　　　　　■

ieO

50

§

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　とし，50秒以内のものを軽度短縮・正常のものは50～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°　　　”　　　，　　100秒とし，それ以上150秒までを軽度延長，それ以

　　　　　　　　　　　　．・　　　　　　・　　　　上を著明な延長とした。そして溶解時間の短縮は線溶
　　　　　　　　ロ　　　　　　　　のの　　　　’　　　　　　　　

　　　　　　　　　’　・’　　　　　　　　　　　　　活性度の増加を，延長しているものでは活性度の減少

　　　　　・．、砿∵づ”　　　臆味す・。
　　　　　ロ　コ　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　：t’．・：，：”t”’　　　　°　　　TmO・76　　　　　　　　2．実験成績

　　　　：聴ザ　　　　・）肝総　　　一
　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a）急性肝炎で極く初期のものでは図8に耶したよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うに、30例のうちにはEuglobulin溶解時間の薯明

　　く粉　　　s。・　　　　ioo　　　βψb湘　　　　　な短縮を示したものはなく，軽度短縮したものが2例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6．7％），正常範囲のもの19例（63．6％），軽度延長し
f’

j血蒲とEuglobulinとのS．　K附加による被活　　　たもの6例（20％），著明に延長したもの3例（10％）

性物質の鍛的相互関係を溶解時間によつて示すと図7　　であり，その平均値は277・7分であつた。S・Kを附加

にみるように特に有意の相関々係はなかつた。血清申　　　したものの溶解時間では30例中著明に短縮したものは

で病的に延長した疲例でもEuglobUlin中のS．　K被　　　なく，軽度短縮したもの2例（6・7％），正常範囲のも

活性物質は正常である場合が可成多く存在した。　　　　の25例（83，3％），軽度延長したもの2例（6・7％），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著明に延長したもの1例（3，3％）で平均値は74・0秒で

　図7血清およびEuglobulin中のS・K被活性　　　　あった。
　　　　物質溶解時間の相互関係　　　　　　　　　　　　b）慢性肝炎について，11症例ではEuglobulin溶

　　　　　．°　　　　　　　　　　　　　　　　　　解時間の著明に短縮したものは6例（54・5％）で半数

；暫

leo

EO

　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上をしめ，軽度短縮したもの2例（8．1％），正常範
　　　　　　TmO．18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囲にあつたもの1例（9％），軽度延長したもの2例

　．°　　　　　　　　　　　　　　　　　（18。1％）に過ぎず，著明に延長したものは全くなか

　．°°°乞．　　　　9　　・　　　　　　　　つた。その平均値はユ47。7分と短縮が著明であった。
・° P°”・　　　灘s．K廠灘物質による醐糊酬定したが，
　コつ　．

°　・．　　　．°°　　　　　　　　　　　　　11症例中10例（91．0％）が正常範囲に，1例（9・0％）

・脚，∴．　・　　のみや峨観たに過ぎな・｝つた・平均値は8…秒
・’ G’萌・．’㍉　　　i　　　　　　　　　　　であつた。（図8）

1鐵’～”・　　噛　　c）肝顧症13症例のE・gl・b・li・溶騰間でその
　゜　．　．　　　’　　　　　　　　　　　中9例（69．7％）が著明に短縮し，軽度短縮したもの

（秒）　　E°　　　』　s°°　　　　ε叫゜b“tLn　　　　および正常のものが，各1例（7・7％）であり，軽度延

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長したものが2例（15．3％）であり，著明に延長した

　　　各種疾患に於ける線溶現象　　　　　　　　　　症例は全くなかつた。これらの平均値123，8分であつ

　　1．実験材料および方法　　　　　　　　　　　　　た。慢性肝炎と同様に短縮の傾向がみられた。S．　K

信州大学松岡内科に入院または外来患者36疾患，　　　を附加して溶解時間を測定した13例中・正常の庵の11
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例（84．7％），著明に延長したもの2例（15．3％）であつ　　　d）肝癌について図9に示すようにEuglobuUn溶

て，この症例の平均値は85．7秒を示した。したがって　　解時聞を測定した11例中，短縮したものはなく，正常

S．K被活性物質には著明な変化がなかつた。（図8）　　　のもの4例（36，3％），軽度に延長を示したもの4例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36．3％）であり，著明に延長したもの3例（27・3％）

　図8　　　各種疾患の線溶現象　　　　　　　　で，その平均値は412．2分であり，前詑の慢性肝炎，

Euglobulin　Lysis　time　S．　K加血漿溶解時間　　　　肝硬変症とは逆に溶解時間の延長したもの・即ち線溶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現象発現の低いものが多かつた。S．　Kを附加した11
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例についての結果を観察したが，溶解時間の短縮した

ものはなく，又，著明に延長を示したものも見られ

ず，正常範囲のもの9例（82％），軽度延長を認めた

もの2例（18％）で1一平均値は91．3秒であつた。

　e）胆嚢疾患6例においてのEuglQbulin溶解時間

は，軽度延長したもの3例（50％），正常のもの3例

（50％），その平均値は316・7分であつた。S．　K附加し

た溶解時間を測定した6例中3例が正常，軽度延長し

たもの3例（50％）であり，その平均値は96・0秒であ

つた。（図9）

　　2）　　胃　〇十二：二1旨H易疾，E．IS

　a）　胃ザトニ指腸潰蜘よ図10に示すように，29症例

でのEuglobulin溶解時間においては，著明に短縮し

たものはなく，軽度に短縮したもの2例（619％），正

常のもの，軽度に延長したものそれぞ2／　11例（37・9

Jj下　肝．　変　　　肝　　肝　　変　・　　　図10　　各種疾患の線溶現象

炎炎症　炎炎症　　E、gl。b。li。　L，，i，，i皿，　S．　K加鹸溶徽間

図9　　各種疾患の線溶現象
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　600
Euglobulin　Lysis　time　S．　K加∫血漿溶解時間　　　　　　　　　分
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％），著明に延長したもの3例（10・3％）で，その平　　　したものはなく，正常のもの3例（42・8％），軽度に

均値は313・3分であつた。S．K附加による血漿中の被　　　延長を見たもの2例（28．5％），著明に延長したもの

活性物質を溶解時間で測定すると，29例中，正常のも　　2例（28．5％），平均値は400．0分であり，S・K附加に

のが大部分で27例（93．1％），軽度に延長したもの2例　　　よる溶解時間は7例中正常のもの5例（71・5％）・軽

（6．9％）で，その平均値は75．5秒であつた。したがつ　　　度延長したもの2例（28．5％）で，平均値は9L⑪秒で

て線溶物質もs，K被活性物質も増減何れの傾向をも　　あつた。したがつて呼吸器疾患ではEugl。bulin溶解

示さなかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　時間はいずれも延長の傾向、即ち線溶現象の発現の低

　b）胃癌8症例でのEuglobulin溶解時間は図10に　　下とS．　K被活性物質の減少がみとめられた。（図1D

示すように短縮したものなく，正常値のもの2例（25

％），軽度に延長したもの4例で（50％），著明に延長　　　　図11　　　各極疾患の線溶現象

したもの2例で（25％）、その平均値は423・8分であつ　　　Euglobulin　Lysis　time　S．K加i，漿溶解時間

た。S．K被活性物質による溶解時間では，短縮した

ものはなく，正常のもの6例（77％），軽度延畏およ　　　　60e

び著しく延長したもの各々ユ例（12・5，　％）であり，平　　分

均値は97・6秒であつた。胃癌に於てはEuglobulin溶

解時間の延長を見た。

　　3）呼吸器疾患

　a）肺結核は図11に示すごとく，29例について，　　　400

Euglobulin溶解時間を測定したが，著明に短縮した

ものはなく，軽度短縮したものは1例（3．4％）に過ぎ　　　　3。o

ず，正常のもの6例（20・8％），軽度に延長したもの

7例（2↓．1％）であつた。その平均値は427・4分と延　　　？oo

長を示した。S．　K附加による溶解時間では29例中短

縮したものはなく，正常を示すもの23例（79．3％），

軽度延長したもの6例（20．7％）であり，平均値は

89・3秒であった。肺結核症にあっては線溶現象が遅延

する傾向があつ．た。

・）肺癌について・・gl・b・1i・溶鰍間・測励行　　肺肺1酪　∬市I」‘1’酪

なつた・例中繍お・び甜の溶描問を示・たも　　結　嚇　結　膜旛
のなく，軽度延長したもの1例（16・6％），著明に延　　　　　』核　癌　炎炎　　核　癌　炎炎

長したものが最も多く，5例（83・3％）を示し，その

平均値は566，6分であり，肺結核と同様に著明な延長　　　　　4）　腎疾患

傾向をみとめた。S．　K附加による溶解時間では6例　　　a）急性腎炎6例中Euglobulin溶1導嚇間は軽度に

中3例が正常範囲内にあり，軽度に延長したもの2例　　　短縮したものユ例（16・6％），正常のもの2例（33・3

（33．4％），著明に延長したもの1例（16．6％）で，そ　　　％），軽度Vこ延艮したもの3例（50％）で，著明に延

の平均値は10L3秒であり，　Euglobulin溶解時間と　　長したものはなく，その平均値は275・0分であつた。

同様に延長傾向を示す症例が多かつた。（図11）　　　　　S．1〈附加による溶解時間は全例が正常範囲にあり，

　c）肋膜炎（結核性滲出性）ユ3症例についてEuglo一　　その平均値は70・8秒で図12に示すごとくであつた。

bulin溶解時間を測定したが，その中短縮したものは　　　b）慢性腎炎17例の中，　Euglobulin溶解時間の短

なく，正常のもの3例（23．ユ％），軽度に延長したも　　縮した例はなく，正常範囲のもの5例（29・4％），軽

の5例（38．4％），著明に延長したもの5例（38．4％）　　度延長したもの7例（41・1e／e），著明に延長したもの

で，平均値は450．8分であつた。S．　K被活性物質で　　　5例（29・4％）で，その平均値は433・5分であつた。

は13例中，正常のもの9例（69．2％），軽度に延長し　　S・K附加による溶解時間は17例中，ユ5例（88・2％）が

たもの4例（30．8％），著明に延長したものはなかつ　　正常範囲に，軽慶に延長したもの2例（11．8％）で，

た。その平均値は87．0秒であつた。（図11）　　　　　　平均値は76．1秒であつた。（図12）

　d）急性肺炎7例でのEuglobulin溶解時間は短縮　　　　c）　ネフローゼ癌候群8例でのEuglobulin溶解時
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間は軽度短縮したもの1例（t2．5％），正常のもの3，　著明に延長したもの2例（16．7％）であり，平均値は

例（37・5％），軽度延長したもの2例（25％），著明に　　347．1分であった。S．K附加による溶解時間は12例中

延長したもの2例（25％）であり。その平均値は340・0　　全例が正常範囲内にあり，その平均値は72．3秒であ

分であった。S．　Kによる溶解時間は8例中軽度短縮　　　つた。したがつて貧Jtll症例における線溶発現は正常よ

したもの1例（12・5％），正常のもの6例（75％），軽　　り軽度低下を見た。（図13）

度に延長したもの1例（12・5％）であり，その平均値　　　c）」血小板減少性紫斑病5例でのEuglobulin溶解

は74・9秒であつた。したがつて腎疾患中急性腎炎を除　　　時間を測定した結果，1例（20％）が著明に短縮し，

いてはEuglobulin溶解時間の延長，つまり線溶能の　　　軽慶に短縮したもの1例（20％），正常のもの1例（20

低下をみとめた。（図12）　　　　　　　　　　　　　　％），軽度に延長したもの2例（40％），著明に延長し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たものはなく，その平均値では234．0分であった。

　図12　　各種疾患の線溶現象　　　　　　　S．K附加による溶解時間では5例中，短縮したも

Euglobulin　Lysis　ti皿e　S．K加血漿溶解時間　’　　　のなく，正常のもの2例（40％），軽度に延長したも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の3例（60％）であり，その平均態は93，4秒であつ

　600　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。（図13）

　分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d）　急性骨髄性白血病4症例でのEuglobulln溶解

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間は2例（50％）が著明に短縮し，軽度に短縮した
　6tO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものおよびτE常範囲のものなく，軽度に延長したもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2例C50％）であり，平均値は327・5分であつた。

　姻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S・K附加｝こよる溶解時9間は41列申3例（75％）がIE

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常範囲内に，軽度延長したもの1例（25％）で，平均

　mo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　値は81．5秒であつた。
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図13　　　各種疾患の線溶現象

Euglobulin　Lysis　time　S．K加1血漿溶解時間

急慢ネ　急慢　ネ　　　5°°
性　性　フ　　性　性　フ
腎　腎　7　　腎　腎　〒　　　　mo
炎　　炎　　ゼ　　　炎　　炎　　ゼ

　　　5）　　皿tr液疾，患　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　300

　　a）低色素性貧血，13図に示すように，14例での

　EuglobLtlin溶解時間を測定したところ，著明に短縮　　　　200

　したものはなく，軽度に短縮したもの3例（21．4％），

　正常範囲のもの2例（14．3％），軽度に延長したもの

　6例（42・8％），著明に延長したもの3例（2L4％）

’で，平均値は365・4分であつた。S．1（附加による溶

　解時間は著明に短縮したもの1例（7．1％），正常のも

畿（聯謙瓢潔・例（・4・・3％・　琶垂蝦澄皇鰐
　　・）再生不良性勧につ、、て，。。g1。bul、。溶鰍　　素不擬痛　素磯tiPk’

間を・胤た・2例・内，翻・短縮・た・の・例（8・・　i生撚鰯性朧舳宣

％）・轍に脇・たも・なく・甜棚内にあ・も　　貧鱗蒸貧鱗　ζ
　の4例（33・3％）・軽度に延長したもの5例（3「o・　7％），　　　　．　Jrll　血病性性性　　！血　」血病性性性
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　e）慢性…骨髄性白血病8例においてのEuglobulin　　正常範囲のものなく，軽度に延長したものが5例（83，3

溶解時間は軽度に短縮したもの1例（12・5％），正常　　　％）で，著明に延長したものはなかつた。S．　K附加

のもの4例（50％），軽度に延長したもの3例（37・5　　による溶解時間では6例中1例が（16．6％）著明に短

％），著明に短縮したものおよび著明に延長を示した　　　縮し，軽度に短縮したものはなく，正常のもの3例

ものはなく，平均値は281・3分であった。S・K附加　　（50％），軽度に延長したもの2例（33．3％）で，その

による溶解時間は8例中正常のもの7例（87．5％），軽　　平均値は71．8秒であつた。（図14）

度に延長したもの1例（12．5％）で，平均値は86、7秒　　　　　7）脳疾患’

であつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a）脳血栓症30例は発作直後のものでなく，発作後

　f）慢性リソバ性白血病6例についてEuglobulin　　時間的に経過したものであるが，そのEuglobulin溶

溶解時間では1例が軽度に短縮（16．6％），正常範囲　　解時間は1例（3．3％）が軽度に短縮し，正常のもの17

のもの2例（33・3％’，軽度に延長したもの且例（16．6　　例（56．7％），軽度に延長したものユ0例（33．3％），薯

％’，著明に延長したもの2例（33．3％）で，その平　　　明に延長したもの2例（6・6％）で，平均値は31L7分

均値は420・0分であつた。S．　K附加による溶解時間　　　であつた。　S．　K附加による溶解時間は25例中短縮

では6例中5例（83．4％）が正常，軽度に延長したも　　　したものはなく，正常のもの20例（80％），軽度に延

の1例（10・6％）で平均値は79・9秒であつた。（図13）　　長したもの3例（12．Oo／o），著明に延長したもの2例

　g）血友病A，図14に示すごとく，5例についての　　　（8・0％）で平均値は89．0秒であった。（図］4）

Euglobulin溶解時間では著明に短縮したもの1例　　　　b）脳硬塞6例のEuglobulin溶解時間で短縮した

（20％），軽度に短縮したもの2例（40％），正常のも　　　ものはなく，正常範囲のもの2例（33・3％），軽度に

の2例（40％）であり，延長したものは1例もなかつ　　　延長したもの3例（50％），著明に延長したもの1例

た。その平均値は146．0分であつた。S，　K附加によ　　（16．6％）で，平均値は370．0分であつた。　S．　K附加

る溶解時間は5例中全例が正常範囲にあった。平均値　　　による溶解時間は5例の全例が正常範囲にあり，その

は80．6秒であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　平均値は75。4秒であつた。（図14）

　h）　血友病B4例でのEuglobulin溶解時間は著

明に短縮したもの1例（25％），軽度に短縮したもの　　　図14　　各種疾患の線溶現象

はなく，正常のもの2例（50％），軽度に延長したも　　　EuglobUlin　Lysis　time　S．K加血漿溶解時間

のユ例（25％）であり，その平均値は242．5分であつ

た。S．　Kによる溶解時間では全例が正常範囲にあつ　　　　600

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へて，その平均値は58．5秒であつた。（図14）　　　　　　　　愈

　i）血友病類似疾患3例のEuglobulin溶解時間で

は短縮したものはなく，正常のもの2例（66．7％），

軽度に延長したものユ例（33・3％）で，その平均値は

266．7分であつた。S．　K附加による溶解時間は3例

の全例が正常範囲内にあつた。その平均値は69．0秒を

示した。血友病症例では線溶現象発現の低下の傾向は

みられず，尤進する症例が殊に血友病Aにおいては多

仰

数みとめられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　200

　　6）心疾患

　a）心臓弁膜症21例ではEuglobulin溶解時間の著

明に短縮したもの1例（4．80／o），軽度に短縮したもの

1例（4・8％），正常範囲のもの12例（57・1％）で，軽

度延長したもの6例（28．6％），著明に延長したもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　血　　・▲　・▲　　　　1血，　　・▲　・▲
1例（4・8％）で，その平均値は292・9分であつたo　　　　　友　心心脳脳　　　友　心心脳脳

＆附加の溶鰍間では全症例・・正需轍示・た・　．帆㌦血　．翫㌦
その平均値は74・2秒であつた。（図t4）　　　　・　　　　　　　　類弁　　　硬　　　　類弁　　血硬

b）醐脚例V・つ・・ての・・g1…1・・溶解醐　　AB欝硬栓　AB欝硬
を測定すると，軽度に短縮したもの1例（16・6％），　　　　　　患症塞症塞　　　患症塞椎塞
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64－一（64）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌第13巻

　c）　脳幽血3例におけるEuglobulin溶解時間は全　　　S．　K附加による溶解時間は4例（80％）が正常範囲

例が軽度に延長しており，平均値は353・3分であつ　　　で，緊度に延長したもの1例（20％），平均値は80・6

た。S・K附加による熔解時間は3例中正常のもの2　　秒であつた。（図15）

例（66．7％），軽度に延長したもの1例（33．3％）で，　　　8）その他の疾患

平均値66．7秒であつた。　　　　　　　　　　　　　　　a）本態性高1血圧症18症例にっいてのEuglobulin

　d）脳腫瘍4例中Euglebulin溶解時間では1例　　溶解時間は短新1したものなく，大部分の12例（66・7％）

（25％）が軽度に短縮し，正常範囲のものは2例（50　　が正常範囲で，軽度に延長したもの5例（27．・7％），

％），軽度に延長したもの1例（25％）で，平均値は　　　著明に延長したもの1例（5・6％）で，平均値は261・ユ

225，0分であつた。S．K附加による溶解時開では4例　　　分であつた。　S．　K附加による溶解時間では19例中

中3例（75％）が正常範囲で，1例（25％）が軽度に　　　軽度に短縮したもの1例（5・3％），正常のもの17例

延長を示し，平均値は82．0秒であつた。（図15）　　　　　（89．4％），軽度に延長したもの1例（5・3％）であり，

　e）蜘蛛膜下聞皿5例でのEuglobulin溶解時間1ま　　平均値に69．7秒であつた。（図15）

短縮したものはなく，正常のもの1例（20％），軽度　　　　b）　リウマチ性疾患は図16に示すごとくに，7例に

に延長したものは1例（20％），著明に延長したもの　　ついでEuglobulin溶解時間を測定したが，著明に短

は3例（60％）であり，その平均1直はD「　IO，　O分と延長　　縮したもの1例（14．3％），正常範囲のもの1例（14・　3

傾向を示した。S．　K附加による溶解il与・間は5例とも　　％），軽度に延長したもの2例（28，6％），薯明に延長

正常範鵬にあり，その平均値は69・2秒であつた。（図　　　したもの3例（42．9％）で，平均値は407・1分であつ

15）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。S，　K附加の際の溶解時間について7例中，正常

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のもの5例（71、4％），軽度に延長したもの2例（28・6

　図15　　各種疾患の線溶現象　　　　　　　％）で，平均値は8011秒であつた。

　Euglobulin　Lysis　time　S．K加血漿溶解時間　　　　　c）前立腺肥大4例におけるEu9王obuHn溶解時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は正常のもの1例（25％），軽度に延長したもの2例

禦　　　　　　　　　　（5・％），翻喚長したもの1例（25％）であり・平
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図16　　各種疾患の線溶現象

Euglobulin　Lysis　time　SJ〈加血漿溶解時間
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第1号（1964）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65－（65）
均値は435．0分であった。S．K附加の場合では4例　　して700分以上であった。　LかしS・K附加による溶

共正常範囲で，その平均値は8LO秒であつた。したが　　　解時間では2例共正常範囲にあり．その平均値は77．O

つて前立腺肥大だけでは線溶現象の寛進はみとめられ　　秒であつた。（図］6）

ない。（図16）　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　e）糖尿病19症例についてのEuglobulin溶解蒔間

　d）急性膵臓炎については例数が少なく，2例のみ　　　は2例（10・5％）が著明に短縮し・軽度に短縮したも

であるが，Eug！obulin溶解時間は何れも著明に延長　　　の1例（5．3％），正常のもの10例（52・6％），軽度に

表3　　　　　　　各種疾患別Eug】。bulin溶解時間（分）

疾　　患　　名

急　　性　　肝　　炎

慢　　性　　肝　　炎

肝　　硬　　変　　症

肝　　　　　　　癌

胆　　　嚢　　　症

胃・十二指腸潰瘍

胃　　　　　　癌
肺　　結　　核，　症

肺　　　　　　　癌

肋　　　膜　　　炎

急　　性　　肺　　炎

急　性　　腎　　炎

慢　性　　腎　　炎

ネ　フ　ロ　Pt　ゼ

低色素性貧血
再生不良性貧血
血小板減少性紫斑病

霧｛1鱗

霧｛類似念疾患

心　臓　弁　膜　症

心　　筋　　硬　　塞

脳　　　血　　　栓

脳　　　硬『　　塞

脳　　　出　　　血

脳　　　腫　　　瘍

蜘蛛膜下出血
脳　　　膜　　　炎

本態性高血圧症
リ　　ウ　　マ　　チ

前立腺肥大
急　性　弊　臓　炎

糖　　　尿　　　病

症

例

数

30

11

13

11

6

29

8

29

6

13

7

6

17

8

14

12

5

4

8

6

5

4

3

21

6

30

、6

　3

　4

’5

　5

18

　7

　4

　2

19

著明に短縮

鍛（％）

0

6（54．5）

9（69．7）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1（8，3）

1（20．0）

2（50．0）

0

0

1（20・0）

1（25．0）

0

1　（4．8）

0

0　・

0

0

0

0

0

0

1（14．3）

0

0

2（］0．5）

軽度短縮
裂（％）

2　（6．7）

2（18・1）

1（7・7）

0

0

2（6．9）
0

1（3．4）

0

0

0

1（16。6）

0

1（12．5）

3　（21．4）

0

1　（20．0）

0

1（12．5）

1（16．6）

2　（4G．0）

0

0

1（4．8）

1（16・6）

1（33）
0

0

1（25．0）

0

0

0

0

0

0

1（5．3）

正　　　常

裂（％）

19　　（63．6）

1（9．0）

1（7．7）

4（36．3）

3（50．0）

11　　（37．9）

2　（25，0）

6　（20．8）

0

3（23．1）

3（42．8）

2（33．3）

5（29．4）

3（37．5）

2（14．3）

4（33．3）

1　（20．0）

0

4（50．0）

2（33．3）

2（40．0）

2（50．0）

2（66．7）

12　　（57．1）

0

17　　（56．7）

2（33・3）

0

2（50．0）

1（20．0）

3（60．0）

12　　（66．7）

1（14．3）

　1（25・0）

　0

：LO　　（52，6）

軽度延長
獲（％）

6（20．0♪

2（18．1）

2（15．3）

4　（36．3）

3（50・0）

ユ1　　（37．9）

4（50．0）

1．6　　（55．1）

1（］6．6）

5（38．4）

2（28．5）

3（50．0）

7　（4L1）

2　（25．0）

6（42．8）

5（35．7）

2（40，0）

2　（50．0）

3（37．5）

1（16．6）

0

1（25．0）

1（33，3）

6（28．6）

5（83．3）

10　　（33．3）

3（50．0）

3（100）
1（25．0）

1（20．O）

1（20．0）

5（27．7）

2　（28．6）

2（50．・O）

0

6（31．6）

著明に延長

裂（％）

3　（10，0）

0

0

3（27．2）

0

3（10．3）

2　（25．0）

7（29．1）

5　（83．3）

5（38．・1）

2　（28．5）

0

5（29．4）

2‘25．0）

3（21。4）

2（16．7）

0

0

0

2　（33．3）

0

0

0

1（4．8）

0

2（6．7）

1（16．6）

0

0

3（60．0）

1（20．0）

1（5．6）

3（42．9）

1（25。O）

2（100）
0

平均値
（分）

277．7

147．7

123．8

412．2

316，7

3133

423．8

417・4

566．6

450．8

400．0

275・0

433．5

340，0

365．4

341．7

234，0

327．5

281，3

420．0

146．0

242．5

266．7

292．9

381，7

311．7

370．0

353．3

225・0

510．0

368．0

261．1

407・1

435・0

700．0

269．5

計　　1・8・1



　66－（66）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌第13巻

延長したもの6例（31．6％）で，その平均値は269．0　　以上1）・v　8）迄に述べた，各種疾患385症例での

分であつた。S．1〈．附加による溶解時間19例中，軽度　　Euglobu血溶解時間および378症例のS．　Kを血漿

に短縮したもの1例（5．3％），正常のもの14例（73．7　　に附加しての溶解時間について，その短縮および延長

％），軽度に延長したもの3例（」5，8％），著明に延　　の程度を5段階に分け，その症例数，その割合および

長したもの1例（5．3％）で，平均値は71．1秒であっ　　　測定の平均値について一括すると表3および表4のこ

た。（図16）　　　　　　　　　　　　　　　　’　　とくであった。

衰4　　　　　　　　各種疾患別SK被活性物質溶解時間（秒）

疾　　患　　名

急　　性　　肝　　炎

慢　　性　　肝　　炎

肝　　硬　　変　　症

肝　　　　　　　癌

胆　　　嚢　　　症

胃・十二指腸潰瘍
胃　　　　　　癌
肺　　　結　　　核

肺　　　　　　癌
肋　　　膜　　　炎

急　　性　　肺　　炎

急　　性　　腎　　炎

慢　　性　　腎　炎

ネ　フ　Pt　一　ゼ

低色素性貧血
再生不良性貧血
血少板減少性紫斑病

k｛類∴患

心　臓　弁　膜．症
心　　筋　　硬　　塞

脳　　　血　　　栓

脳　　　硬　　　塞

脳　　　出　　　血

脳　　　腫　　　瘍

蜘蛛膜下出血
脳　　　膜　　　炎

本態性高血圧症
リ　　ウ　　マ　　チ

前　立　腺　肥　大

急　性　llN9一臓「炎

糖　　　尿　　　病

症

例

数

30

・11

13

11

6

29

8

29

6

13

7

6

17

8

14

12

5

4

8

6

5

4

3

20

6

25

5

3

4

5

5

19

7

4

2

19

著明に短縮

裂（％）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1（7．1）
0

0

0

0

0

0

0

0

0

1（16．6）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

軽度短縮
裂（％）

2（6・7）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1（12，5）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

G

O

O

O

O

O

O

1（5．3）
0

0

0

1（5」3）

正　　常
製（％）

25　　（83．3）

10　　（91．0）

11　　（84．7）

9（82、0）

3　（50．0）

27　　（93．1）

6（76．0）

23　　（79．3）

3（5Q．0）

9（692）
5　（71．5）

6（100）
15　　（88．2）

6（】5．0）

ユ1　　（78．6）

12（］00）

2（40．0）

3（75．0）

7（87、5）

5（83．4）

5（100）

4（100）

3（100）

20（100）
3　（50．0）

20　　（80．0）

5　（100）

2（66．7）

3（75．0）

5（100）
4（80．0）

17　　（89．4）

5　（7L4）

4（100）

2（100）
14　　（73．7，

軽度延長
例
　　（％）
数

2（6．7）

1（9．0）

0

2（18・0）

3（50．0）

2（6。9）

1（12．5）

6（20．7）

2（33．4）

4　（30．8）

2（2δ，5）

0

2（11，8）

1（12．5）

2（14．3）

0

3（60・0）

1（25．0）

1（12．5）

1（10，6）

0

0

0

〔】

2（33．3）

3（12、0）

0

1（33，3）

1（25．0）

0

1（20．0）

1（5．3）

2（28，6）

0

0

3（15．8）

著明に延長

例
　　（％）
数

1（3．3）
0

2　（］5．3）

0

0

0

1（12．5）

0

1（16．6）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2（8．0）
0

0

0

0

0

0

0

0

0

1（5．3）

平均値
（秒）

74．0

88．0

85．7

91．3

96，0

75．5

93．6

83．9

101．3

87．0

94．0

70．8

76・1

74，9

79．0

72．3

93，4

81．5

86．7

79．9

56．6

58・5

69．0

74．2

71．8

89，0

75．4

88．7

82．0

69．2

80．6

69、7

80．1

81．0

77．0

71，1

計　　［37S　l　　　　　　　t
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　　　2・3の薬剤および疾病に対する線溶　　　　　　しているのが常であるが，すべて24時聞以上Fibrin

　　　現象の経時的変動　　　　　　　　　　　　　　　塊の溶解が起らず，投与前と比ぺて変化が認められな

　　1）肝障害の際の線溶現象　　　　　　　　　　　　かつた。血漿中のS．1〈附加による溶解時間について

　実験動物は2．0～2．　21eg雄の正常家兎6羽について，　　は表5に示すごとく，投与一時聞後において，2群中

四塩化炭素を与えたが，3羽には経口的に，他の3羽　　　で各1例つつ軽度の短縮を認めたが，他の症例では軽

には筋注により投与し，肝障害を起させた。経口的投　　　度の延長を見た。2日後には両群の全例において著明

与および筋注群のそれぞれに体重1＠当り20％四塩化　　　な延長があり，6日後にはほy正常に近い値をしめし

炭素ナリープ油溶液1．Occを与え，これらの二群のい　　　た。筋注群のうちNo．2は高度の肝障害を起し，3日

ずれにおいても，投与前，投与後1時間後，2日後，　　　目に死亡した。図17はその平均値であるが，経口投与

6日後，に心臓穿刺により採血し，Euglobulin溶解　　　群と，筋注群何れもel・x’同様の傾向を示した。2日目

時間，血漿・血蒲巾のS．K附加による溶解時間を経　　　には投与前の値の約3倍の値を示し，　S，　K被活性物

時的に測定した。また肝障害の判定はB・S・P・値によ　　　質の著Lい減少をみとめた。

り，2日目ではB・SP・値は平均値57％であり，6日　　　Ifltre中のS．　K被活性物質による溶解時間について

目では35％と尚肝障警は存在した。正常家兎のEu一　　は表6に示すごとく，血漿中のものとほy同一の傾向

globulin溶解時間は入間のそれに比べて非常に延長　　　がみとめられ，両群の各1例が1時聞後に短縮した

表5　四塩化炭素投与時の血漿S．K溶解時間　　　　　　表6　四塩化炭素投与時の血清中S．　K被活性

　　　の変化　（秒）　　　　　　　　　　　　　　　　　物質溶解時間　（秒）

1兎N・・1前・時間12日1・日　　1兎…1前［塒間12司・日

経
口

投
与
群

筋

注

群

1　62・075・5147・°コC6・6　経
2　　　　71．6　　　51．8　　290．0　　　98．7　　　　　　口

3　87・4ε8・3276・・87・・　撃

平均173・A7iSI237・・　1・7・4　群

1

2

3

83．3　　 93．5　　108．5　　 9L7
　　　　　　　　　　　　　　。　　　筋
82．0　　　　87，6　　　39匠．0　　　　　　－

77．4　　 75．0　　247．4　　89。0　　　　　注

平均180・・【85・4249・・i…4　群

1

2

3

65．2185．6

45．5　　　　69．5

64．0　　　　63．7

184，5

279，4

212，0

91．0

98．5

82．2

平均15S・2　17Zg1225・3190・・

1

2

3

69，0

63．0

60，0

64，4　　　　82．4

76．2　　370．6

63．8　　　227．6

83．4

88，0

平均1・4・　O　lg8・11226・gl85・7

図17　四塩化炭素の血漿S．K溶解時間の変動　　　　　　図18四塩化炭素投与時の血溝中S，　K被活性物

　　　　（平均値）　A　　　　　’質溶鵬閻（平均値）
　　　　　　　　　　　　《　　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　’
　　　　　　　　　　　’　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　’　　　、
　　　　　　　　　　　’　　　、
　　　　　　　　　　’　　　e、　　　　　　　　　　　　？σ0700
　　　　　　　　　　’　　　　　s　　　　　　　　　　　　　　（
　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　紗
　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

i写o

IOO

’　　　　　　　　．　　　　　　　　　160

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

騨。…・筋注群

　，’　　一涯ロ桜与群、

4　　　ひ一一・噂怖痩群

前1噸　　四　　卵　　　　前伽　　2旨　「6°



68－（68）　　　　　　　　　　　　　　　　、、　　　　　信州医誌第13巻

が他は軽度に延長し，2日後には全例が著しい延長を　　　していた。他の2例（No。6，7）では軽度に短縮し

示し，6日後にはほL“投与前の値に戻りっXあつた。　　た。120分以後では4例が再び投与前の値に，他の3

また2日後の平均値では投与前の値のほ思3倍を示し　　例は7日後になって元に戻つた。したがつてPelikan

た。図18はその平均値の変動であるが，tfttiN中のS．　　Inkにより綱rfヨ系えの影響による結果として線溶が促

1〈披活性物質と同一の傾向をとり，血漿と血清中の　　進したと考えられる。

S．K被活性物質は肝臓と密接な関係のあることが分　　　血漿中のS．　K被活性物質に．よる溶解時間を表8｝こ

つた。　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　示したが，No．4の1例は注射前の値に比べると延長

　　2）　綱内系充蟹と線溶現象について　　　　　　　　　したが，他の6例においては短縮をすでに30分で見ら

　実験動物は体重2．0～2．2卸の雄の象兎7羽で10％　　　れ，120分後では1例（No，3）を除いて他は更に短

Pelikan　InkユOccを耳静脈より毎日1回注射し，注　　　縮した。7日後には7例中6例が投与前の値よりも延

射前，注射後30分，120分後および7日後にそi’Lそれ　　　長し，No．5の1例につy・ては投与前の値より短縮し

心臓穿刺により採」血し，Euglobulin溶解時間とtin　　ていた。図20はその平均値を示したが，投与前に比べ

漿・血漕中のS．K被活性物質による溶解時聞とをそ　　て30分後．120分後と次第に溶解時聞の短縮を見た

れそれ測定した。Euglobulin溶解時間は表7および　　　が，7日後では投与前の値と比べてむしろ延長した。

図］9に示したが，7例中5例が30分後に著明に短縮
し，その中・例（N。．4）は・2・頒でもさらに瀦　　表8ぺ効・・イ7　ptこ　Mるユ血漿中のS・K

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　被活性物質溶解時間　（秒）

表7ぺ・カ・・…1・よるE・gl・b・1・・　　Wt・N・．前1・・分い2・分1・日

瀞解時間　（分）　　　　　　　　　　　　　　　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

兎N・・1前1・・分1・2・分1・・．　2
1

2

3

4

5

6

7

1440＜

1440＜

1440＜

1440＜

1440＜

1440＜

1440＜

90

90

120

150

90

720

720

1440〈
42〔〕

450

　0
1440＜

1440＜
ユ’

S40＜

　　　　　　　　3
1440＜
　　　　　　　　4
ユ440＜

　　　　　　　　5
1．440＜

　　　　　　　　6
1440く
］440く　　t．tて

85，1

76．6

78，2

78，5

76．5

96，0

98，0

78．5

74，0

74，0

81．5

89，0

95．0

95．0

65．0

72．4

75．4

61．。5

65．0

82，0

89．5

］22．2

108．2

10LO

88，0

83，2

96．5

98，4

・44・＜　°平均lS6・SI　73・gl　72・7199：6

1440＜

図20ペリカソ。イソクにょる血漿中のS．K
図19　ペリカソ・イソクによるEuglobulin　　　　　　　　　被活物質　（平均溶解時閲）

　　　解時間（分）　　　　　　　t。。　　㈲
1“°

�@　　　　　　　　　S
tOOO

分

600

EO

酌　30分　笹0分　　　　7口

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pelikan　lnk注射時の血清中のS．　K被活性物質

葡ろ゜分i2°分・7　ts　　による溶瀦間蔽9に示すごとく識身揃に比べて
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30分後では全例が短縮を示し，120分後にも全例がさ　　　1in溶解時間は11症例では入院時平均330．0分であり

らに短縮して，7日後では全例が投与前の値に戻る傾　　　軽快時の平均値は303．6分であり，各症例について見

向を認めた。図21はその平均値を示したが、投与前　　　ると．入院時より症状の軽快した症例で、溶解時間が

99，3秒であったものが，30分後では69．4秒に，120分　　　延長したもの5例，不変のもの1例，短縮したもの5

後では62．7秒と次第に短縮したが，7日後では86・5秒　　　例で一一一eiEの傾向はみとめられなかつた。　S・K附加に

となり，投与前の値に近ずく傾向がみとめられた。し　　　よる溶解時間においては，入院時の平均値は91・6秒で

たがって血漿中でのS，K被活性物質による溶解時間　　　あつたが，退院時にっいては75．7秒と明らかに短縮し

とほX’同様な傾向があると云える。　　　　　　　　　　ていた。個々の症例についてみると14例のうち入院時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より退院時の方が溶解時間の短縮したもの11例（71・4

　表9ベリカン・イソクによる血清S．K附加　　　　％）あり，延長したもの2例（14・3％）・1例（7・1％）

　　　　による溶解時間の変動　（秒）　　　　　　　　　は不変であつた。血清中のS・K被活性物質による溶

塾【前1・・分i・塑㌧L・日一蟹蟹篇犠辮灘搬諜模鑓
1

2

3

4

5

6

7

74．5

78．3

87．0

75，6

8「J．　O

⊥11．4

140．5

60．3

70．0

61．4

61，7

62、6

88．0

82，0

53．5

59．4

59．5

55、6

56．6

76．2

78．　0

93ひ6　　　れて血漿中のS，K附加による溶解能は促進するが，

92・8　　　血清中の溶解能とEu910bulin溶解時間には著変がな

77・0　　　いことが分つた。

75．5

73’0@　　　図22　急性肝炎の軽快が線溶に及ぼす
97・4 @　　影響について
86．O

　　　　　　　EURIobulin　　　　S．K加　　　　　S．K加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増

図21ペリカソ・イソクによ砿清s，鞘r加　　　e・
　　　による溶解時間の変動　（平均値）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入軽　　入軽　　入軽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　院快　　院快　　院快

前3％　り2％　　　7M　　　　　　　時時　　　時時　　　時時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）　糖尿病患港の血糖値と線溶現象

　3）．鮒肝炎の経過と線溶現象　　　　　　6症例の末処勧糖尿病瀦について，坂口蝕看苛
　前述においては家兎における実験的急性肝障害につ　　　のさいの線溶現象の変化をみるために負荷前，負荷後

いて述べたが，信州大学松岡内科に急性肝炎で入院し　　　30分，60分，120分，180分，240分に肘静脈より採

た症例について，入院時と退院時におけるEuglobu一　　血し，血糖値の変動及びEuglobulin溶解時間，血

1in溶解時聞，血漿・血清中のS．　K被活性物質によ　　漿・血清中のS．　K被活性物質の溶解時間を測定し

る溶解時間を比較すると図22に示すようにEuglobu一　　た。表IO・11・ユ2・13にそれぞれ袈示した。　Euglo一
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bulin溶解時間は（表10）経時的に溶解時間が延長す　　　表13糖尿病患者に坂口食負荷による血清S．　K

る傾向を示した。またその平均値と血糖値の推移を図　　　　　　附加時の溶解時間　（秒）

ほ慧平行的であり，血糖値の最高は120分であり，　　op－t
E。gl。b。1i。溶篇間の最高は24・分後であつた．血　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
漿・血清のS．K被活性物質による溶解時問は衷12・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
13に示したが・血糖値と溶解時間との間には一定の関　4．

係がみとみられなかつた・またΨ均値の変動は図24に　　　5

示したが，Euglobulin溶解時間と血糖値についての　　　6

ごとき関係は，みとめられなかつた。　　　　　　　　　一

23に示すと・Eug’°bu”n溶解時間と血糖値の変動は @　　甜i前　　3・分16・分｝・2・分1・8・分124G分

43，4

51．5

59．4

52．0

53。5

53．0

40．0

58．4

67．0

53，0

49．0

49．2

46．2

60，2

64。2

54．0

54．9

57，5

51．0

54．8

58．4

53．0

57。0

54．5

51．6

48．0

59．4

50，0

49．6

58．0

51．6

40．3

60，0

48，0

57．5

平均1・2・1152・SI56・2i63・i　151・・i59・・

　表10　糖尿病患者に坂口食負荷による
　　　　Euglobulin　Lysis　tirneの変動　　　　　　　　図23　血糖値及びEuglobulin溶解時間の変動

　　　　　　　　　　（分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平均値）

讃1前・・分1・・分t型坐・分1鯉a　・的
1

2

3

4

5

6

300

420

300

130

330

150

300

420

360

130

420

180

390

500

420

150

440

240

370

570

480

120

330

290

420

570

500

100

240

300

420　　　　愈
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　　　　　　400
480

100
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表11糖尿病儲の坂喰負荷による　　　　・°°E容　　　　　　　tU

藷1前讐襟器1珊1賜　　鷺　　　　F・

200

廼
臨．・・

）

1

2

3

4

5

6

ユ70

270

90

140

］05

200

210

360

205

185

155

320

295

425

255

230

190

400

350

445

235

270

230

383

315

420

230

310

200

320

3。6　　　前3°6°t2°｛8°猫
405

200　　　　図24　血漿及び血清中のS，1〈附加による

285　　　　　　　溶解時間の変動　（平均値）

270　　　　　　100

平均1162・5239・・299・　2131s・81・・9・・1393・・ ）

表12 ﾚ繍麟よる1‘tLW　s’　K

譜1前【・・分・。分i・2・分1…分｛…分　5°　　　・K・編向
1

2

3

4

5

6

83．8

80，0

75．0

73．5

82　．0

99’0

71．4

88．2

67。0

75，0

96．0

89．0

66，6

87．8

68．5

74，0

85．3

93，0

66，8

87．0

70．0

70、5

80、2

93．5

68．0

92，8

69，4

74．5

82，0

92．0

70．6

73，4

70．0

72，0

89．0

平均【82・21Sl　・1　179・3178・・178・17…
前3°6°「12°18°2傷
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　　5）抗凝血薬投与時の線溶現象　　　　　　　　　　　血漿中のS．K被活性物質による溶解時間は蓑15に

　健康者6例についての抗凝血L薬投与が，線溶現象に　　示すように，凝血囚子の減少およびEuglobulin溶解

どのような影響を与えるかを検討した。　　　　　　　　　時間の延長とは全く無関係で，ほS’正常範囲の変動に

　Warfarin，　IndionおよびSintromをそれぞれ2　　　とどまつた。

名宛に投与し，Prothombin　timeが正・1嘗の20％前後　　　　次に脳血栓龍発作後しばらくして入院し・抗凝血薬

にまで低下させ，その維持量を6日間服用，その後中　　　を投与した10例について、入院時，すなわち抗凝血薬

止して11日後迄，Eugl（，bulin溶解時問およびll醸中　　療法開始前とProthrombin　timeが延長し，投与前

のS，K被活性物質による溶解時間を測定した。　Eu一　　の20％前後にまで低下した際におけるEuglobulin溶

globulin溶解時間は表14。図25にみるように、投与　　　解時間およびS・K被活性物質による溶解時間を測定

前に比べて，投与後10時間では延長を示し，薬剤服用　　　したが，表16に示すごとく・Englobulin溶解時間が

中は更に延長する傾向があり，服用中止後も4日間は　　　投与前に比べて延長したもの6例，不変のもの2例，

溶解時間が延長したまxであつた。しかし5日目では　　　短縮Lたもの2例で，その平均値は投与前252・　O分で

全例がほy投与前の値にもどつた。平均値についてみ　　　あり・投与後は288・0分であつた。S・K附加した際の

ると，投与前241・7分であつたものが，最も延長した　　血漿における溶解時間でt延長したもの4例，短縮し

10日目では，つまり中⊥L後4日目においては575．0分　　　たもの6例であり，平均値は投与前68・5秒で，投与後

となり投与前に比べて約2倍に延長したことが分っ　　　74．6秒で著明な変動を示さなかつた。正常人における

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Euglobulin溶解時間の軽度の延長傾向と血漿中の

表14　　　　　　　　　　抗凝血薬投与時のEuglobulin溶解時間の変動　（分）

1　N・．1前1・・醐1・・i・日1・日｝・副・副・・i・・司・・H

ワルフアリソ

シソトPtム

インジオソ

1

2

1

2

1

2

平　　　　　均

250

180

180

300

180

360

330

330

240

390

330

360

360

420

420

330

350

420

220　　　　　390　　　　　450

240　　　　　510　　　　　630

240　　　　210　　　　330

360　　　　370　　　　330

250　　　　210　　　　300

360　　　　　510　　　　　630

555

495

470

440

330

428

420　　　480

660　　　72G

720　　　660

660　　　540

330　　・300

720　　　750

360

330

240

240

240

300

247丁巧繭1・・…1，278・3i　336・・1・55・・｝453・・5・1・・i・7…｝・…0

図25　抗凝血漿投与時のEuglobulin溶解時間の変動
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表15　　　　　　　　抗凝血薬投与時の血漿S．K附加による溶解時間の変動　（秒）

i　N・・1前1購間・日1・則・日i・副・朗・・1・・日・・日

　　　　　　　1　　67、O
ワルフアリソ
　　　　　　　2　　68．0

シソトPム

イソジ才ソ

1

2

1

2

55。0

69，6

72．0

63，0

71．8

60，4

70．5

75．0

72．0

67。0

73．6

69．0

67．0

79．0

63．0

75．0

51．0

57，0

66．0

75．0

60，　5

71．5

矧ll：1 67．0　　　　75．0

62，0　　　　69，0

　　1
68．5　　　　64．6　　　　78．0　　　　82，0

62．6　　　66．8　　　70。0　　　79．6

61．4　　　　76sO　　　　63L4　　　　63，6

60．6　　　　73．4　　　　73．2　　　100．2

　　　　　　　　　　i

77．0　　　　91．2

61．0　　　　79．0

　　　72，4　　　104、0

71．6　　　106。Q

72．5　　　　72．8

79．3　　　10］，，0

平　均164・il　69・5171　・・　163・・i　62・A・7・1i・s・・178・・172・・｛92・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釜

表16　　抗凝1血薬と線溶現象　　　　　　　る溶解時間は表18に示すように温三射30分後迄は3例共

　　　　　　（分）　　　　　　　　（秒）　　　　　　延長し・60分後では2例が更に延畏，2日後では3例

No．

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

Eugiobulin

Lysis　time

使用前陣刷・

120

420

120

180

240

420

210

330

300

180

240

150

180

300

360

420

180

540

300

210

平均1252・・i288・・

共ほN’投与前の値であった。1血1清中のS．K被活性物

S・K加［飢漿溶解時間　　　質による溶解時間についての平均値では表ユ9に示すよ

御一 i履斎　うに・翻爬ヒ較して鞭の賑傾向がみと“t’　「p　2’t

40．0

63．5

68，0

96，6

94．0

62．8

60。0

70．0

61．5

68．1．

・一一…一・一一 @　　た0
55。5

73．0　　　表17　　Kimopsi瓜筋注の線深観象

55、6　　　　　　　　Euglobulin溶解時間　（分）

llll一迅吐．虻一逆塗」…刑・日
52。3　　　　　　　　　1　　　　　　60　　　　　　450　　　　　　4SO　　　　　　450

63．0　2240　1001050　980
58，4　　　　　　3　　　　210　　　　270　　　　530　　　　610

1畿　平均1　・7・・OI・・3・・1・・6・・i　680・0

68・5174・6　表18Kim…i・旬，鴻・線糊象
　　　　　　　　　　　　　血漿S．1〈附加による溶解時間　（秒）

S．K・被活性物質による溶解時閥があまり変化しない　　　　N・・1　前　　1　3・分　　i　60分　｝　20

こと墨ほss　一致した傾向が見られた。　　　　　　　　　　　　1　　　112．2　　134．0　　］．37、O　　コ05．0

　　6）　a－Chymotrypsili筋注時の線溶現象　　　　　　　　2　　　86．O　　IOO．7　　11LO　　　86、O

a－Chymotrypsinは一種の蛋白分解酵素であるが，　　　　3　　　84・0　　　96・0　　　93・0　　　85・0

・漉脚“嫉例…搬し・E・gl…11・瀦㈱お　平均194・1　1110・・1113・・192・o
よび血漿・血蒲中のS・K・被活性物質による溶解時間

を測定した。a－ChymotrypsinとしてKimQpsin　　　表19　　Kimopsin筋注時の線溶現象

（Choay社製；エーザイ株式会社発売）を選び1Vial　　　　　　1血清S．　K附加の溶解時間　（秒）

分で延長・・見られた・・，N，．・で・・逆・・短縮・た。6・　平均146・8　158・9　i　60・　SI　43・・

分後には3例共延長した。2日後には更に延長して，

平均値では投与前170・　0分のものが，4倍の680・0分　　　　　7♪疾患の重症化と線溶現象

にまで延長を示した。血漿中のSK被活性物質によ　　　信州大学松岡内科に入院し，死亡前1週間以内に
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E。g1。b。li・溶鱗間とS，　K擁性物質による溶解．20・2・・22に示したが・E・gl・b・lin　Va解時聞・itil

時間を測乱得た・2症例について，それぞれそれ樋　漿・血清中のs・・K被灘・物質による解時間瀦酔

症化しない醐との比較では，図26｝・示すごとく，　前麻酔後・獅開轍30分・60分，120分，180分・

E。g1。b。1i・瀦時間では入鵬の平均値は345・8分　2塒間御鮒る値を潰胤た・E・g1。b・li・1翻時

で死亡前1週間以内の値は381．7分で，著レい差を示　　　間は表20のごとく，4例共麻酔後においてすでに平均

さなかつた．蝶中のS．K被活性物質による溶購　値で435・0分が342・5分と繍し・獅開轍60分で

間では入麟…．・秒以上に賑したものは・2例中わ　は勒値が最短1輔の168・3分となり・その後短縮し

ずか2例で，その平均値は74・3秒であつたが，死亡直　　　たまxであるが，24時間後になって術前値に戻った。

前より1週間以内のものでは12例中6例が100・0秒以　　　S・K被活性物質にっいて見ると，麻酔後も，手術申

上の延長をみとめた。その平均値では108・3秒で入院　　　もあまり，著明な変化はなかつたが，24時間後におい

時に比べて延長傾向があると云えるわけであり，疾病　　　て表21に示すごとぐ血漿中の溶解時間の軽度に延長が

の重症化とともにS，K被活性物質の減少が推定さ　　　みとめられた。血清中のS・K被活性物質については

れ，疾病の経過観察に貢献しうるものと考えられる。　　　表22に示すごとく．血漿中のものとほ虻同様の傾向で

尚血清中S．Kの被活性物質については一定の傾向が　　　あつた。

みとめられなかつた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表20前立腺捌出術患者のEuglobulin溶解時問

　図26　　死亡前の線溶現象　　　　　　　　　　　　　（分）

E。gl。b。1i。．Ly、i、　tirn・S．K加螺溶徽間　　1麻麻　　手術開始後
　　　　　　　　　　　　聖・　　　N欄覆・・小・分i・2・分1・8・分1・輔

　　　　　　　　　　　　　響

600

（

v

4GO

200

150

IOO

50

1　300

2　600

3　440
4　400

180

120

370

300

100　　　　90　　　　94　　　　65　　　300

100　　　　45　　　110　　　120　　　510

320　　　370　　　320　　　420　　　420

300　　　　－　　　240　　　　－－　　　520

平均1435　1　432・・i・・5　1　16S・・1　191・・i　201・・1　437・・

表21前立腺捌出術と」血漿中のS・K附加による

　　　溶解時問　　（秒）

　　麻
No．酔
　　前

1　67．0

2　98．2

3　80．0

4　80・0

麻
酔
後

61．8

95．0

82．5

80．4

手　術　開　始　後

・・到・・分1・2・分1・，・分1・・時間

65．6　　70．0　　68，0　　65．0

91．0　　95．0　　75，0　　94．0

82．2　　80．5　　82．5　　82．0

76．8　　　　－　　80．2　　　－一一

ユ70．1

105．0

82．0

98．8

平均1　S1・・　i　79・・1…glS1・・ISi・・1・…1　114…

表22　前立腺捌出術と血清’S。K附加による

　　　溶解時間　（秒）

入㌔　　入輪　　N・・
院　　亡間　　　　　　院　　亡間

信州大学泌尿器科に入院し，捌出術を受けた4・例の

　　　　　　以　　　　　　　　　　　以

　　時前内　 時前内　
1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

8）前立腺手術時の線溶現象　　　　　　　　　　　　3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

麻
壁
Hll

37．0

57．0

43．0

45．6

麻
酔
後

39。4

38．0

55．4

42．3

手術開始後
・・分1・・分1・2・分1・8。分124・欄

45，0

56，4

34．0

40．6

43．0

54．3

42，6

38．0　　46．0　　　60．3

41．2　　43。6　　116．0

41．3　　42．5　　　42．5

46，0　　　　－　　　44．0

前立腺肥大脚ついて線灘輔II定、た線壊平均1・…i46・・144・・1・…1・，・6144・・1…7
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図27　　　前立腺刎出と線維素溶解現象
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臼「　笛　 段　　3《》　60　go　120　，30分　　24畦樹　　8日　　　t4・H　　　7．2fi

　尚その中の1例について，手術後22日目まで，Eu一　た。そして各因子について直後を100％としたが，そ

globulin溶解時間，血漿・血清中のS．　K被活性物　　の結果は図28および表23にしめしたが，　Prothrom－一

質とを測定した結果を図27に示したが，Euglobulin　　bin　timeでは2分後には63％と著しく減少し，その

溶解時間および」血清中のS・K附加による被活性物質　　　後は減少したまsで，60分後にもほs“前値に近い58％

の溶解時間にはあまり著しい変化を示さなかつたが，　　で，減少したまNであつた。第V悶子においては2分

血漿中のS・K被活性物質による溶解時間は延長する　　後より滅少を示し，6分では10％に著しく減少し，10

傾向が見られた。　　　　　　　　　　　　　　　　　分では2％以下の値となつた。第W因子については60

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分迄著明な変化を示さないが，60分後では80％であっ
　　　　線溶促進物質特にS・Kの野血因子　　　　　　た。FibrinQgenについては薩守麦では214　．01ng／認であ

　　　　におよぼす影響　　　　　　　　　　　　　　　つたものが，時間がたつにつれて次第に減少し，60分

　s・Kは血液凝固の最終産物であるFibrin凝塊を　　　後のものでは80．2n塀／deで，前値の約1／3量に減少し

溶解する線溶活性酵素であるが，この酵素力：tfn液凝圓　　　た。血漿および血清中の最高トPンポプラスチン活性

に関する各因子に如何に影響をおよぼすかを試験管内　　度については図29及び表23に示したごとく，血漿につ

と動物実験によつて検討した。線溶能の進行を停止す　　　いてはS，Kの作用時間が長い程減少して居り，60分

る為にε一Aminocapronic　Acidを用いたが，　この　　　後のものでは前値の23％であつた。しかし疽L満1中の最

濃度の変化は各凝血因子に対して，著明な影響を与え　　　高活性度では，像とんど変化がなく，60分間作用させ

なかつた。凝血因子の測定は，Prothrombin値は　　　たものも前値の89％であつた。

Owren法⑰，第V因干はWolfの法を改良したも　　　次に血漿中のトPンポプラスチソ形成能の低下を来

の⑱，第W因子については1〈oller法⑩，　Fibrin。一　　たしたことより，　AHG欠乏症患者の血漿を加えての

genはTyrosin法⑳を，また血L液トロンボブラスチ　　補正試験を行なつた。正常血漿にS，　Kを加え60分閥

y形成試験はBiggs－Macfarlaneの法による教室の　　37°Cに入れたものを対照として，　AHG患者血漿を
変法を用い⑳て測定した。　　　　　　　　　　　　　加えて補正効果を見たが，図30のごとく最高トPソポ

　　　1・試験管内実験　　　　　　　　　　　　　　プラスチン活性度は，それぞれ23．5％および21．0％で

　正常人の肘静脈より採血し，鰺酸ソーダ加」血L漿およ　　あり，ほとんど補正不能であり，したがつて1白L漿中の

び血清を分離し，es　O，5ccに対してS．　Kの至適濃度　　　因予の低下は第lll咽子の減少によるものであることが

である250単位を加えた。その後37°Cの憶温槽に入　　分つtg。

れ，繭〔後，2分，4分，6分，10分，15分，30分，60分　　　　　　2，実験動物にS，K．瀞注後の藁血因子

のそれぞれにε一Aminocapronic　Acidを加え，線溶　　　　　　の変動

現象吟停止を行なつた後，直ちに各凝∬咽子を測定し　　　実験動物として雄の正常家兎で体重2・晦より2・3＠
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図28　StrePtokinaseによる凝固因子の変動　　　　　　図29　Streptokinase｝こよる最高トプ活性度

　　　　　　　　　（in　vitro）　　　　　　　　　　　　　　　の変動　（in　vitre）
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表23　　　　　　Streptokinaseによる凝固因子の変動
tu’ VTt．’．’t’t－’㌔

f一一
黶E．
�ﾟ（分）11itr　l・｝・1・｝・・1・5
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図30　AHG欠乏症患者血漿を用いての補正試験　　　　た。　Euglobulin溶解時間にっいては15分後に最も短
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縮し，60分後では軽度の延長傾向をみとめた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上S．Kによる凝血因子の変動を見たが，α一

　　　　　　　一一噸正常面漿　　　　　　　Chym。trypsin壽δよびPlasmimについても同様の
　　　　　　　・一一燃講鵬蝋　傾向・・あつ・．次・・全血・・よるT…m・・1・・tgram

　　　　　　　，＿＿→5K加60分債正常面蟹　　　を用い，　S．　Kを前記と同最家兎の耳静脈より注射し，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その後5分，15分，60分にそれぞれ採血（心臓穿針に

　　　　　　　　　　　　ク噛　　　より）し測定したが・結果は図33に示したごとく，

　　　　，．＿づ！　　　　5分で畷も線溶能の充進耀め］5分でも尚撚購
　　ノ　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

多：一一一一一4　　　　　の存在をみとめた．6・分ではほ蝦三射前の値にもどつ

　246810（萄」）’たo　　　　　　N画Ca聞　　　　図33に示したTh，。nibel、、、gram　ICついての測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を表24に示したが，rについては5分，15分と次第に

のものを用い・S・Kは10・000単位を耳静脈より注入　　　延長し，60分では：再び注射前の殖に戻つた。kについ

し，注射優15分，60分と心臓穿刺により採血し，者凝　　　ては5分で線溶現象が著しいため測定不能であり，60

血因子を測定した結果を図31・32に示したが，P「o一　　分では逆に短縮した。　maでは5分で最も短縮した。

thrombin　timeは15分後tt＊X度の減少をみとめた

が・60分後では前値にもどつた・第V因子では15分後　SU24　St．eptkinase静湘。よるT．　E．　G．の変動

で・2例繊少し，60分後では1例を除き2例曙明　一＼継
に，他の2例は軽度の減少をみとめた。第W因子にお　　　　　＼）〉

いては程度の差はあるが，全例において減少し，60分　　　　r　（分）

後の値は前値に近付いた。」耐嚢中の最高FPン＊’プラ　　k（分）

スチン’
狽狽奄撃挙xは全例において低下した。血清の最高ト　　　「＋k（分）

。．ボブラスチソ灘度は著い測ヒをみとめなかっ　ma（mm）

前1粉
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　　　　　　　　　　図31Streptokinase　10，000単位静注時の凝固因子の変動

　　　　　　　　　　　プロトロソビソ　　　　　第V因子　　　　　第皿因子
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図32　S．K　ll．O，　QOO単位静注時のトプ形成能および
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　図33　Streptokinase静注によるT．　E．　G．の変動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．K．ゆ000馴立躰症

・・2・●・◎・e■・oo・●o●9●●oe◎●●●●●9慮eene㊤爵●●●e臼●●●●●e●■騒●b

…　　●．・．o■・薗●・魯oo●o・匿厨●o囲・●●・9●●●●・o・6噛・no…　　●巳e●o．●1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がActivatorとなり，更にActivatorがPlasmi一

　　　　総括および考按　　　　　　　　　　　　　　　nogenに作用して，　Plasminができると解されてい

線糊象の発現機駅ついては今日なお幾多の醐　 る④。そしてこのPJasminが蔽Fib・i・に作用し

があるが，現在一一一一般に線溶酵素系にはPr。activator　　線溶現象が発現する。正常人の流1血中にはPlasmレ
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nogenから活性化されたPlas皿inが存在するが，ま　　　ていることを考えてよい。また線溶現象の自然活性の

たそれらの抑制因子⑦も同時に存在し，線溶現象の促　　　1部をEug玉obulln溶解時P・liで現わした。以上の溶解

進がおこればその抑制作用も強くなり，碧通では両者　　時間相互の関係を比較したところ，撫蒲とEuglobu一

が平衡関係を保つているため，この現象の発現が外見　　　1in中のS・K被活挫物質の溶解時間相互の間をこは明

上みられることが少い。しかし，ある種の状態におい　　　らかな相関々係はみられず（図7）。一方［f旺漿と」血1清

ては，この平獺係の破綻が起り，P！・・min・9・nが　中のS・K被活整助質についての間には轍の平襯

瀦，化され多量のPlasmi雌酷し，線獺象の充　係がみられた（図5）・・れ販して繰とE”gl°一

進をおこす。著看は生体における線溶現象の自然活性　　　bulin中のS・K被活性物質でOX著明な平衡関係を示

の発現を観察するためにEugiobulin溶解時間を採用　　　した。（図6）Euglobulin溶解｝i寺間が正常範囲か，

し，またS．KがP・。acti・・t・・をA・ti・・t・r　IUta　または辮してい楊合と鵬中S・Kの被瀾肋質

化させ，A・tivat・rはPi・・mi・・9・・をPlasmi・　とについて｝瑚らか韻の相関・係がみられた・（図

に活性化することより，血漿・血清およびEuglobu－　　4）。しかし漁清とEuglobulin中のS・K被活燃物

1in中でS．　Kにより活性化されるProacbivator一　　質との間には密接な相関々係はなかつた。以上より並［

A、tivat・・－P1・・mi・。9・nを総合した線溶現象に関与　清中えのS・・K被活｛生物質が遊出されればさオxる程　」

する活性物質をFibrin溶解時間によつて検討した。　　　Euglobulin中の自然活性は減退するものと思われ

S．1（にっいては至適濃度があり，Ameryも同様な　　　た。

実験を徹ったヵ・⑫1・の濃度において血漿・囎お　各簾患1・ついて観るとF．u91・b・U・灘と血漿中

よびEuglobulin中のProactivatorが履も強力に作　　　のS．　K被活性物質において・肝癌・肺癌・1’ii，癌等の

用する。そしてProactivatorが充分量存在すれば，　　悪性腫瘍の際にEuglobulin活性度が藩明に低下し，

Plasminogenを全部Plas皿inにすることが出来る。　　S，　K被活性物質も減少していた。慢性肝炎・肝硬変

しかしPreactivatorの量が充分でない時はPlas一　　症などの際にはEuglobulin　rliでの活性度は尤進して

minogenに作用するActivatorが少なく，したがつ　　　いるが，　S．　K被活性物質の増加は見られなかつた。

てPlasminogenは残るこなとにるが，　Activator　　前立腺肥大と憩柑三腕臓炎でEuglobulin中での活性度

とP1・・min・ggnとは個・・｝・・lfi・1定し得ないので，　P・・一　砥下した場合でもS・K被樹嬢は正常Vことss　gつ

activatorの星およびPlasminogenの最のいずれ　　　ていた。さらに⊥fll友病AではEuglobulinによる自然，

かに関係する澱瀕どこれらを締・してs．・K被　活性の増加がみら1しiまたs・K被融膿の増加も

活性物質（Whole　Plasminとi呼ぶ場合もある）と呼　　　みられた。（蓑3・4）以」：の成績よりEuglobulin中

んだ。なお線溶現象については古く，Green，　Das一　　の自然活性と血漿中のS：K被活性物質との間には必

，re等により，さらにその後多数のnvve法が搬され　ずしも相関・係がみとめられなかつた・E・gl°b”lin

てきたが，なお満足すべきものなく，測定法の種類に　　　にはAntiplasrninはなく・血漿匹：PにはAntiplas“一

より測定する物質が異つてくるから，数種の方法を併　　　minが多責i：に含まれていて生成されたS・K被活性物

用する必要があり，異なった結果の解釈には慎重でな　　　質，即ちPlag・　minを抑｛｝i旺するものと考えられ，両者

くてはならない。前述のごとくS．Kには至適濃度が　　　の間には作用機序が異なる為相互に平行しなくとも

あつて，種々の濃度について測定した結果，低濃度よ　　不思議ではないと考えられる。

り次第に溶解時間が短縮し、一定の濃度に達したとき　　　肝疾患のEuglobulin中の自然活性では肝癌では著

最短溶解時間となり，それより濃度が増加すると溶解　　　明に低下し，急性肝炎では平均値が正常範囲にあり，

時間の延長が起る。これはS．Kの量が増加すると溶　　慢性肝炎および肝硬変症では増加していた。（衷2）

解に関係するPlasmin活性が抑制されるものと考え　　　また急性肝炎においてもEuglobulin活性度と血1漿・

られる（裏1）。この作用機序は明らかでなv・が，至　血湾中のs・KW活性物蜘こつv）て・肝機能障害が

適濃度を用いれば可能な限り多くのPlasminogenを　　高度な時より．その機能が軽快するにつれて線溶能は

活性化させたことになる。この至適濃度で」血漿・血清　　　いずれも活性度の増加を示した。（図22）　さらに実験

およびEuglobulin中のS，　K被活性物質のFibrin　　動物にて，四臨化炭素による急性肝障害の際の測定値

溶解時聞を測定すれば，それぞれ含まれているS．K　　　より，肝障害が高度となるにつれて，血漿・∬匹清中に

被活性物質の消長を知りうるわけである。すなわち溶　　　おけるS．K被活性物質は減少するが，肝機能が回復

解時間の正常より短いことはS．K被活性物質の多い　　　するに先立つて活性度が増加していだ。したがつて

ことを，正常より長いことは被活性物質の減少を示し　　S，K被活性物質の増減が肝機能と，ある一定の関係



　78－（78）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信　少lt　医　誌　　第13巻

が推定され，肝障害の程度をも示すと思われる根拠を　　れ，生成がそれに追い付かないことを意味しているも

得た。（表5・6，図17・18）叉動物実験にてPelikan　　のと思われる。線溶系を充進する酵素を正常入の血液

Inkを注射すると初期にはEuglobulin活性度と血　　に用いて試験管内で，また動物実験で凝血因子に如何

漿・血，清中のS．K被活性物質は増加し，さらに注射　　　に影響するかを見たが，　Prothrombin，第V，第田

を続けると逆に減少した。これは綱内系の刺戟により　　因子の低下およびFibrinogenの減少を認め，第皿，

線溶促進が起り，さらに充塀が続くと網内系機能低下　　　第Rおよび第X因子では変化が見られず，抗凝血薬と

をきたし，血漿・血清中のS．K被活性物質が減少す　　　は多少異なつていた。（表23，図28・29。30。31。32）

る。（表8・9，図20・21）　Insulin注射時には線溶能　　　しかるに実験動物にS．　Kを注射した際のThrom一

の充進があると云う報告があるが，坂口食負荷の際の　　belastgramについては必ずしも凝血各因子とは平行

血糖値とEuglobulh溶解活性度について測定した成　　　しなかつた。（図33，表24）またParac。agulation⑳

績では，血糖値の上昇にっれて線溶能の低下を見た。　　をも認めなかった。S，　K注射時にはまた短時間で凝

したがつて1血L糖値と線溶現象とは何らかの関係があ　　固能の低下と，それに引続いて充進が現はれ血栓形成

り，糖尿病の症状又は予後を左右する因子との関係が　　の危険を起す。したがつて」血栓症の治療にあたつて，

推定される。（表10・11・12。13，図23・24）血友病　　　初めより両者の併用療法が良いと思われるが，その管

と線溶能についてみると，血友病Aでは匠且友病Bおよ　　　理は今日のところ必ずしも容易とは云えない。

び1血友病類似疾患に比べて，Euglobu！in溶解時間カミ

ー般に短縮していた。（表3・4）実験動物にS．Kを　　　　　　結　　論

静注した場合には第皿因子の減少が特に著明であつた　　　　線溶現象の本態は非常に複雑であり，全体を簡単に

ことよりe－Aminecapronic　Acidなどの線溶抑制物　　　把握することは困難であるが，著者はS．　Kにより活

質がeCS］ll因子の減少を阻止し，血友病Aなどの出血性　　性化される物質を測定し，同時にEuglobulin溶解時

素因にさいして効果を得ると思われる。（図32）しか　　　間を併用してS．K被活性物との関係を検討し，次の

し他の血友病についての出血に際しては，血友病Aと　　結果を得た。

は異なつた作用によるものと思われる。抗凝血薬によ　　　（1）血漿0．5ccに対してS．　Kを250単位の割合

り，Prothrombin，第W［，第1X，第X因子の低下を　　　で加えた時，最も線溶能が高い1直を示した。

見るが⑳，Euglobulin中の活性度の低下とs．　Kに　　　　（2）　血漿・血清およびEuglobulin中のs．　K被

よる被活性物質の軽度の減少がみとめられた。（表14・　　活性物質相互の関係について見ると，血漿とEUglo－

15’16）a”Chym。t・yp・in注躯こよる線溶現郷　 bu，lin中のものでは明らかな正の1欄・係を示した。

おいてはEuglobulinの活性度の低下と血漿および血　　　　（3）Eugl。bulin溶解時間が300分以内にあつて

清中のS・K被活性物質の減少も同時に早られた。　　線溶能が正’1旨または尤進していると思われる場合，血

（喪17・18・19）a－・Chymotrypsinが線溶現象に対　　漿・血清およびEuglobulin中のS．　K被活性物質と

して不利に働くが・これは星および注射の方法による　　　の関係のうち，血清中のS、K被活性物質との間にの

のだろう。死期の接近と線溶現象の関係をみるため、　　　み負の相関X係がみとめられた。

Euglobulin活性度とs・K被活性物質を測定した　　　（4）各種疾患に．おけるEuglobulin溶解時間およ

ところ・Euglobulin活性度は死期の近づくにつれて　　　び血漿中のS．　K被活性物質を測定したところ，肝硬

軽度の減少を・また血漿中のS．K被活性物質では　　　変症・慢性肝炎および血友病AではEuglobulin溶解

著明な減少をみとめ，全身褒弱時の線溶現象での自発　　時間の薯明な短縮があり，肝癌・胃癌．肺結核・肺

的活性と直接活性との低下を認めた早川⑳の観察と　　癌・急性肺炎・肋膜炎・慢性腎炎・リンパ性白血病。

一一 rkした。（図26）従つて死期の接近を予知すること　　蜘蛛膜下出血。リウマチおよび急性肺臓炎では著明な

の可能性がある程度出来るだろう。前立腺肥大の捌出　　　延長を見た。S．　K被活性物質については肝癌・胃

術時の線溶現象についてはEuglobulinによる活性度　　　癌・肺癌・急性肺炎・血小板減少性紫斑病等では減少

は他の手術時と同様⑨⑩であるが，血漿中のS，K被　　を認め，血友病A・Bではや玉増加の傾向を示した。

活性物質についてみると，術後24時間で減少し，なお　　　（5）急性肝障害で増悪したときは1血漿。血溶中の

この減少傾向は長期にわたつて続いた。（図27）　この　　S・K被活性物質は減少し，軽快の際にはIE常に戻つ

血漿中S・Kの被活性物質の減少は前立腺別出が鷹接　　　た。

または間接的に何らかの関係を有するものと考えられ　　　　（6）Pelikan　Inkを孟k射した動物実験では注射

るQこれは血漿中のKS被活性物質が大量に消費さ　　　後すでに30分で，　Euglobulin溶解時間の短縮とS．K
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被活牲物質の増加を見た。　　　　　　　　　　　　　　Exp．　Med．58，485，1933　④Garner　R．　L．　and

（7）前立腺易lj出術後長期にわたつて，血漿中の　　Tillct　W・S．：J・Exp．　Med．60，239，1934

S．K被活性物質による溶解時間の延長をみとめた。　　　⑤Milstone　H，：J．　Immunol．42，】09，1941

　（8）糖尿病に於ける血踏値の上昇とEuglobulin　　⑥Jtirgens　J．：Dtsch、　Med．　Wschr．82，2286，19一

溶解時間の延長とは相関を見たが，S・K被活性物質　　　59　⑦Latner．　A．　L．；Lancet．1，194．1947
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